
私たちの生活で発生したペットボトルやビニール袋などの家庭

ごみは、ポイ捨てされた物が風で飛ばされ、海に流れて海洋プラス

チックごみとなります。 

プラスチックは自然には分解されにくく、海底に沈んだり、紫外

線や波の力で砕けていくうちに、マイクロプラスチックと呼ばれる

ほど小さくなり、海中や海岸に残り続けます。また、海洋プラスチッ

クごみを海洋生物がエサと間違えて食べるなど、生態系にも影響

を及ぼしています。 

まずは、川や海へ流出しないようにプラスチックは正しく分別す

る必要があります。もし、流出してしまった場合は、プラスチックは

小さくなると回収ができなくなるため、マイクロプラスチックになる

前に回収することが重要です。 
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第 242号（2025年９月） 

月） 
回 覧 

愛媛県では、令和６年度に船越海岸にて、漂流、漂着した海洋ごみの実態調査を行いました。その
結果、海洋ごみはプラスチックや発泡スチロールがほとんどで、中でも、飲料用ペットボトルや食品ト
レーなどが大部分を占めていることがわかりました。海流や風によって近隣のアジア諸国から流れ着
いたプラスチックごみも見つかっており、使い捨てプラスチック使用の抑制、回収などが世界全体の
課題として挙げられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 

海はごみ箱じゃない！ごみがもたらす未来を変えよう‼  

愛南町では、近隣住民、事業者の皆さんのご協力のもと、町内の沿岸に漂着した海洋ごみを

車両が近付ける場所に集めていただき、その後、環境衛生課が回収、運搬、処分を行っていま

す。集めていただく際に、飛散防止のためのフレコンバッグの提供も行っていますので、回収の

段取りを含め、事前に役場本庁にご連絡をお願いします。 

プラスチックごみの影響で海洋生物がピンチに・・・ 

海洋ごみ回収には皆さんのご協力が不可欠です‼ 

 
 



災害時は、被災状況に応じて町が指定する場所に、『災害廃棄物仮置き場』を設

置します。なお、避難所での生活ごみは、通常の分別方法と同じです。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


